
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根室市水道ビジョン 
～安全と安心を未来につなぐ水道を目指して～ 

概要版 

 

根室市の水道事業における現状と課題・問題点等を把握した上で、事業を持続する

ための改善方策や目標となる将来像を明確に示し、市民・企業・水道関係者が共通の

認識に立ち、将来にわたり安心できる水を安定的に供給し、次世代に継承するにふさ

わしい水道を構築するために「根室市水道ビジョン」を策定しました。 

 １．水道ビジョン策定の趣旨 

 

根室市の水道は、明治 29年に市内有磯町の貯水池を水源に根室水道として給水を

開始して以来、110年以上が経過している日本でも古い歴史を有する水道です。 

安全で安定した飲料水の供給を目指し、昭和 31年に温根沼・丹根沼に牧の内第 1

ポンプ場、昭和 32年には桂木浄水場が建設され、根室町上水道として給水を始めて

おり、その後、給水人口の増加に伴う三番川・五番川ポンプ場の建設や水道管の整

備を行い、現在 99％以上の市民に水道水を供給しています。 

 ２．根室市の水道事業の概要 



 

 

 

 

 ３．基本理念、基本目標と基本方針、具体的な施策 

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37
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H27～31（前半）
現況 将来

計画期間

H32～36（後半）

持

続
組織体制の強化

計画的な更新

4）ダウンサイジング、建設コスト縮減、国の補助金の活用

5）水道施設更新の重要性の発信水道施設更新の重要性の発信

6）桂木浄水場の水処理棟の更新方法の決定

7）花咲港へ向かう配水管の適正規模の更新
8）全ての導水管の耐震化

1）マニュアルの見直しや研修への参加の推進全ての導水管の耐震化

2）上水道事業と簡易水道事業の統合

3）民間委託等による人材確保の検討

安

全

水質管理体制の構築

水源水量の確保と保全

顧客サービスの質及び

利便性の向上

貯水槽水道に対する

9） 各水源の水質に応じた取水量調整

10）水源保全のための定期的なパトロールの実施

11）適切な浄水処理の徹底

12）市ホームページなどによる情報提供

13）水安全計画の策定

14）利用者が望む水道事業のあり方調査

15）利用者が望む情報の提供

16）コンビニエンスストアによる収納

17）料金窓口の委託

18）適正な管理方法のＰＲと指導強化

強

靭 計画的な水道施設の

耐震化対策

危機管理体制の強化

19）基幹水道施設の耐震化計画の策定

20）全ての導水管の耐震化

21）送・配水本管は管路更新に合わせた耐震化

22）定期的な危機管理マニュアルの見直し

いつまでも皆さまの近くにあり続ける水道

いつでも安心して飲める安全で信頼される水道

災害に強く、たくましい水道
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根室市 建設水道部 上下水道施設課 

ＴＥＬ：（０１５３）２３－６１１１ 

Ｈ Ｐ：http://www.city.nemuro.hokkaido.jp 

Ｅ－mail:Kes_Shisetsu@city.nemuro.hokkaido.jp 

根室市水道ビジョンに関する問合わせ先 ～詳細は根室市ＨＰをご覧下さい～ 

 
 

 

今後 10年間の目標として、下記に示す通り設定します。 

 

持続：いつまでも皆様の近くにありつづける水道を持続するため、給水人口や給水量

が減少していく状況においても、市民の皆さまからの料金収益により、安定的

な事業経営がなされるよう、職員の確保や技術力の向上、さらには民間活用に

よる経営の合理化を図りつつ、水道資産を次世代へ継承するため、計画的な更

新を進めていきます。 

安全：いつまでも安心して飲める安全で信頼される水道を持続するため、各水源の水

質・水量に応じた取水調整と解りやすい水質情報の提供、貯水槽水道の理解と

適正な管理を進めていきます。 

強靭：災害に強く、たくましい水道を構築するため、計画的な更新と合わせて、施設、

管路の耐震化を実施するとともに、危機管理マニュアルの見直しを行います。 

 

 

 ４．基本方針の概要 

 

本水道ビジョンでは、平成 27年度から平成 36年度までの 10年間を計画期間と

定めていますが、更新費用の増大や社会情勢の変化により事業スケジュールが大き

く変わる可能性があることから定期的な再確認を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．フォローアップ 

 

〔Check〕目標達成確認 

・事後評価 

・顧客満足度の把握 

事業への反映 

実施成果の整理 

情報開示 
説明責任 

〔Plan〕計画の策定 

・ビジョン、目標の設定 

・基本計画の策定 

短期・中期計画 
及び実施計画 〔Do〕事業の推進 

・進捗状況の管理 

PDCA サイクル 

≪持続≫ 

〔Action〕改善の検討 

・未達成目標への対処 

・新たなニーズの把握 

http://www.city.nemuro.hokkaido.jp/

